
約
十
年
前
、
中
国
齊
魯
書
社
よ
り
『
績
修
四
庫
全
書
縮
目
提
要
（
稿
本
）
』
と
い
う
影
印
本
が
出
版
さ
れ
た
。
手
稿
本
と
謄
写
本
の
影

印
が
計
三
十
七
冊
と
、

そ
の
索
引
が
一
冊
の
、
全
三
十
八
冊
で
あ
る
。

の
高
い
も
の
が
、
未
校
正
か
つ
未
分
類
の
ま
ま
、
「
稿
本
」
を
影
印
す
る
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
う
と
、

そ
れ
は
同
書
の
学
術
的
価
値
の
高
さ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
価
値
」
は
、
ま
だ
ま
だ
広
く
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
中
国
文
学
関
係
の
学
術
論
著
に
お
い
て
も
、
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
解
題
が
参
考
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
中
国
文
学
、

よ
び
『
績
修
四
庫
全
書
線
目
提
要
』
の
学
術
的
価
値
の
再
認
識
を
促
す
た
め
、
筆
者
が
利
用
す
る
と
こ
ろ
の
『
水
滸
傭
』
の
解
題
を
一
部

例
に
取
り
な
が
ら
、
同
書
お
よ
び
そ
の
関
連
書
籍
、
そ
し
て
そ
の
他
の
「
提
要
」
類
の
分
析
を
試
み
た
い
。

は

じ

め

に

|
|
『
水
滸
博
』

の
解
題
を
例
に
—
_
＇

『
績
修
四
庫
全
書
縮
目
提
要
』

四

ひ
い
て
は
広
く
中
国
学
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
の
、
「
提
要
」
の
利
用
価
値
お

一
体
な
ぜ
、
「
縮
目
提
要
」
と
い
う
エ
具
書
と
し
て
の
利
用
価
値

の
価
値

林

雅

清



く
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、

な
お
、
「
提
要
」
と
は
そ
も
そ
も
中
国
語
で
、
中
国
古
典
籍
（
漢
籍
）

る
説
明
文
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
「
提
要
」
が
付
さ
れ
た
漢
籍
分
類
目
録
の
代
表
格
と
い
え
ば
、
『
四
庫
全
書
線
目
』
（
別
名
『
四
庫
全

書
線
目
提
要
』
、
略
称
『
四
庫
提
要
』
。
以
下
、
略
称
を
用
い
る
）

の
解
題
、
す
な
わ
ち
著
者
・
内
容
•
版
本
・
体
裁
な
ど
に
関
す

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
『
四
庫
提
要
』
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
績

修
四
庫
全
書
線
目
提
要
』
が
生
ま
れ
る
基
と
な
っ
た
書
物
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
『
四
庫
提
要
』
の
概
略
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
四
庫
提
要
』
は
、
清
乾
隆
帝
の
勅
命
に
よ
り
紀
陶
（
字
は
暁
嵐
）
を
中
心
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
四
庫
全
書
』
の
、
所
収
書
お
よ
び

(
1
)
 

存
目
書
の
「
提
要
」
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
『
四
庫
全
書
』
の
「
提
要
」
は
、
単
な
る
解
題
に
お
わ
ら
ず
、
内
容
の
真
偽

を
断
じ
た
り
評
価
を
下
し
た
り
す
る
な
ど
書
評
的
要
素
も
含
ま
れ
、
ま
た
、
著
者
の
思
想
や
人
と
な
り
の
考
証
・
評
価
、
さ
ら
に
は
批
判

ま
で
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
村
越
貴
代
美
氏
や
孫
言
誠
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
『
四
庫
提
要
』
の
編
纂
目
的
が

「
採
録
し
た
書
物
の
著
者
や
底
本
に
対
す
る
綿
密
で
実
証
的
な
検
討
と
、
著
者
の
人
物
や
著
作
に
示
さ
れ
た
思
想
が
天
子
の
聖
旨
に
か
な

(
2
)
 

い
国
朝
の
諸
賢
に
推
奨
す
る
に
足
る
か
否
か
の
判
定
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
『
四
庫
全

書
』
の
編
纂
委
員
で
あ
り
『
四
庫
提
要
』
を
執
筆
し
た
紀
胸
を
は
じ
め
と
す
る
四
庫
館
臣
た
ち
の
私
見
、
そ
し
て
そ
れ
を
包
括
す
る
当
時

(
3
)
 

の
為
政
者
、
す
な
わ
ち
清
朝
廷
の
「
反
清
の
闘
志
を
削
ご
う
と
す
る
意
図
」
が
、
あ
り
あ
り
と
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
提
要
」

の
内
容
は
、
各
書
物
に
下
さ
れ
た
「
正
統
」
な
評
価
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
人
々
に
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

『
四
庫
提
要
』
の
価
値
基
準
が
た
と
え
為
政
者
側
の
政
治
的
配
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
ま
た
、
考
証
の
内
容
に
誤
謬
が
多

一
万
種
を
超
え
る
漢
籍
の
概
要
と
そ
の
著
者
の
概
略
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
両
者
の
当
時
に

『
四
庫
提
要
』
に
つ
い
て

四
四



四
五

(
4
)
 

お
け
る
位
置
付
け
が
理
解
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
『
四
庫
提
要
』
は
や
は
り
学
術
的
に
価
値
の
高
い
存
在
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
惜
し
む
ら
く
は
『
四
庫
提
要
』
か
ら
漏
れ
た
漢
籍
も
乾
隆
年
間
以
前
の
も
の
だ
け
で
幾
万
点
に
上
る
と
い
う
事
実
、
と
り
わ
け

『
水
滸
偲
』
を
は
じ
め
と
す
る
白
話
文
学
作
品
や
、
仏
教
経
典
な
ど
が
一
点
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
『
四
庫
提
要
』

に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
『
四
庫
全
書
』
に
原
文
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
存
目
に
す
ら
書
名
が
挙

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
治
的
理
由
に
よ
り
排
除
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
当
時
は
そ
れ
ら
に
学
術
的

つ
ま
り
、
白
話
文
学
は
「
文
学
」
と
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仏
教
経
典
は
外
国
の
教
え
を
記
し
た
も

(
5
)
 

の
で
保
存
重
要
度
の
低
い
も
の
と
判
断
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
近
代
以
降
は
白
話
文
学
も
「
文
学
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
通
俗
文
学
あ
る
い
は
俗
文
学
と
呼
ば
れ
る
元
曲
や
明
清
小
説
も
、

れ
っ
き
と
し
た
「
漢
籍
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

を
補
う
、

そ
の
古
版
本
の
多
く
は
、
中
国
で
は
「
善
本
」
と
し
て
貴
重
書
扱
い
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
経
典
も
然
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
清
朝
以
前
に
お
け
る
学
問
の
「
正
統
」
が
消
え
ゆ
く
現
代
に
お
い
て
、
『
四
庫
提
要
』
の
欠

そ
し
て
『
四
庫
提
要
』
を
質
的
に
も
量
的
に
も
大
幅
に
上
回
る
「
提
要
」
が
編
纂
さ
れ
た
。

提
要
』
（
別
名
『
績
修
四
庫
全
書
網
目
』
、
『
績
修
四
庫
全
書
提
要
』
。
略
称
『
績
修
四
庫
提
要
』
、
『
績
修
提
要
』
。
本
稿
で
は
、
以
下
『
績

修
四
庫
提
要
』
と
記
す
）

の
再
認
識
を
促
す
た
め
、

で
あ
る
。

『
績
修
四
庫
提
要
』

の
成
立
過
程

そ
れ
が
、
『
績
修
四
庫
全
書
線
目

(
6
)
 

『
績
修
四
庫
提
要
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
論
考
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
実
態

そ
し
て
後
に
述
べ
る
『
績
修
四
庫
全
書
』
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
こ
で
改
め
て
整
理
し
て
お
き
た

価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、



『
績
修
四
庫
提
要
』
の
編
纂
事
業
は
、
清
末
の
義
和
団
事
件
（
北
清
事
変
）
に
端
を
発
す
る
。

た
義
和
団
に
よ
る
排
外
運
動
を
鎮
圧
す
べ
く
、
欧
米
列
強
に
倣
っ
て
軍
を
送
っ
た
日
本
は
、
列
強
と
共
に
清
国
よ
り
賠
償
金
を
受
け
取
る

契
約
を
取
り
決
め
る
（
義
和
団
賠
償
金
、
中
国
名
「
庚
子
賠
款
」
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
辛
亥
革
命
や
五
四
運
動
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

影
響
な
ど
に
よ
り
賠
償
金
の
支
払
い
は
延
期
さ
れ
続
け
、
中
国
国
内
で
は
賠
償
金
の
取
り
消
し
を
要
求
す
る
声
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
日

本
政
府
は
、
先
に
米
国
が
賠
償
金
の
支
払
い
を
免
除
し
、
そ
れ
を
資
金
と
し
て
対
華
文
化
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に
倣
い
、
一
九
二
三
年
一
―
―

(
7
)
 

月
に
「
対
支
文
化
事
業
特
別
會
計
法
」
を
制
定
、
翌
月
か
ら
義
和
団
賠
償
金
の
一
部
を
資
金
源
と
す
る
「
対
支
文
化
事
業
」
を
開
始
し
た
。

同
年
末
、
外
務
省
に
設
け
ら
れ
た
同
事
業
の
諮
問
機
関
「
対
支
文
化
事
業
調
査
會
」
の
、
「
特
別
委
員
會
」
委
員
に
選
出
さ
れ
た
狩
野

直
喜
や
服
部
宇
之
吉
ら
は
、
同
事
業
の
一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
る
「
北
平
（
現
北
京
）
人
文
科
學
研
究
所
」
に
お
け
る
具
体
的
事
業
と
し

て
『
四
庫
全
書
』
の
翻
刻
を
提
起
し
た
が
、
主
に
資
金
面
の
問
題
か
ら
政
府
側
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
「
調
査
會
」
に
お
い

て
数
度
の
調
整
が
行
わ
れ
、

一
九
二
五
年
、

日
中
両
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
東
方
文
化
事
業
縮
委
員
會
」
が
設
置
さ
れ
、

最
終
的
に
狩
野
の
調
整
案
と
し
て
の
「
四
庫
全
書
補
遺
及
四
庫
全
書
績
篇
事
業
予
算
」
が
通
り
、
『
四
庫
全
書
』
の
「
績
修
」
事
業
が
開

始
さ
れ
る
。

ま
ず
着
手
さ
れ
た
の
が
、
「
績
修
」
『
四
庫
全
書
』
に
収
め
る
図
書
の
選
定
と
、
そ
の
蒐
集
で
あ
る
。
「
人
文
科
學
研
究
所
」
所
員
に
任

命
さ
れ
た
狩
野
•
安
井
小
太
郎
・
内
藤
湖
南
•
江
翰
•
王
式
通
・
劉
培
極
•
戴
錫
章
•
江
庸
ら
、
日
中
両
国
の
学
者
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ

た
図
書
の
一
部
は
、
新
設
さ
れ
た
「
東
方
文
化
事
業
圏
書
鱒
備
虞
」
に
蒐
集
・
保
管
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
北
京
地
区
の
各
図
書
館
や
博
物
館
、

「
奉
天
圏
書
館
」
や
「
大
連
満
鉄
圃
書
館
」
の
蔵
書
、
私
蔵
書
や
国
外
蔵
書
な
ど
か
ら
抄
録
し
た
図
書
と
併
せ
て
「
提
要
」
が
編
ま
れ
る

、。
し

一
八
九
九
年
よ
り
華
北
一
帯
で
起
こ
っ

四
六



修
四
庫
全
書
』
の
実
態
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

り
す
べ
て
が
中
國
科
學
院
圏
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

を
期
限
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

人
学
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
「
提
要
」
の
作
成
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

て
し
ま
う
。

四
七

一
九
二
八
年
の
日
本
軍
第
二
次
山
東
出
兵
に
よ
る
排
日
運
動
の
あ
お
り
を
受
け
、
こ
の
事
業
は
一
時
頓
挫
し

一
九
三
一
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
事
業
が
再
開
さ
れ
、
「
網
委
員
會
」
委
員
長
で
あ
り
「
人
文
科
學
研
究
所
」
総
裁
で
あ
っ

た
祠
励
志
、
図
書
選
定
に
当
た
っ
た
江
潮
•
王
式
通
ら
を
は
じ
め
、
孫
人
和
・
謂
其
譲
•
趙
萬
里
・
謝
国
槙
・
博
惜
華
・
孫
楷
第
ら
中
国

一
九
三
八
年
に
は
「
人
文
科
學
研
究
所
」
内
に
「
提
要
整
理
室
」
が

設
立
さ
れ
、
順
次
作
成
さ
れ
た
「
提
要
」
の
整
理
、
印
刷
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
の
「
提
要
」
作
成
お
よ
び
整
理
事
業
は
四
年

一
九
三
七
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
の
影
響
が
甚
大
で
、
実
際
は
終
戦
の
一
九
四
五
年
に
至
る
ま
で

「
提
要
」
の
執
筆
は
続
け
ら
れ
た
。
な
お
、
作
成
さ
れ
た
「
提
要
」
の
整
理
稿
の
一
部
一
万
余
点
は
、
京
都
の
「
東
方
文
化
研
究
所
」

（
旧
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
、
現
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
一
部
）
に
送
付
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
「
人
文
科
學
研
究
所
」

な
い
し
「
東
方
文
化
研
究
所
」
か
ら
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

結
局
、
日
中
戦
争
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
「
対
支
文
化
事
業
」
そ
の
も
の
が
挫
折
し
て
し
ま
い
、
『
四
庫
全
書
』
の
「
績
修
」
、
す
な
わ

ち
『
績
修
四
庫
全
書
』
の
刊
行
は
お
ろ
か
、
「
提
要
」
の
翻
刻
・
出
版
す
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
敗
戦
と
同
時
に
「
人

文
科
學
研
究
所
」
お
よ
び
「
東
方
文
化
事
業
圏
書
鱒
備
虞
」
が
所
有
し
て
い
た
資
料
は
す
ぺ
て
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
、

一
九
四
九
年
十

月
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
縛
斯
年
圏
書
館
に
移
入
さ
れ
た
一
部
の
図
書
を
除
い
て
、
残

以
上
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
成
立
過
程
が
再
確
認
で
き
た
段
階
で
、
次
に
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
提
要
』
お
よ
び
『
績



『
績
修
四
庫
提
要
』
と
『
績
修
四
庫
全
書
』

現
在
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
と
題
す
る
図
書
が
一
二
種
、

そ
し
て
『
績
修
四
庫
全
書
』
と
題
す
る
叢
書
が
一
種
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
、
①
『
績
修
四
庫
全
書
提
要
』
全
十
三
冊
（
台
湾
商
務
印
書
館
、

二
冊
（
中
華
書
局
、

一
九
七
二
）
‘
②
『
績
修
四
庫
全
書
網
目
提
要

一
九
九
三
）
‘
③
『
績
修
四
庫
全
書
線
目
提
要
（
稿
本
）
』
全
三
十
八
冊
（
齊
魯
書
社
、

で
、
そ
の
原
稿
は
い
ず
れ
も
先
述
の
「
人
文
科
學
研
究
所
」
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
は
、
戦
時
中
京
都
の
「
東
方
文
化
研
究
所
」
に
送
ら
れ
た
原
稿
を
、
平
岡
武
夫
氏
が
台
湾
の
商
務
印
書
館
に
提
供
し
、
王
雲
五
主
編

の
も
と
四
部
分
類
に
よ
っ
て
排
印
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
、
中
國
科
學
院
圃
書
館
が
「
人
文
科
學
研
究
所
」
よ
り
受
け
継
い

だ
資
料
に
基
づ
い
て
編
纂
、
排
印
本
と
し
て
中
華
書
局
よ
り
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
四
部
分
類
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、

①
と
は
そ
の
分
類
法
の
詳
細
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
③
も
、
②
と
同
じ
資
料
に
よ
り
中
國
科
學
院
圏
書
館
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
稿
本
」
の
名
の
と
お
り
同
図
書
館
が
保
管
す
る
原
稿
を
著
者
別
に
そ
の
ま
ま
影
印
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
部
分
類
も
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
三
種
の
内
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
全
貌
が
う
か
が
え
る
の
は
、
③
の
み
で
あ
る
。
①
は
遺
漏
が
多
く
、
文
字
や
句
読
点
に
も
誤

り
が
あ
る
。
例
え
ば
、
経
部
の
易
類
に
は
、
本
来
全
部
で
六
百
三
十
九
種
の
「
提
要
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
百
九
十
九
種
し
か
収
録

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
全
体
の
三
分
の
一
程
度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
目
立
つ
。
②
は
原
稿
に
ほ

ぼ
忠
実
に
翻
刻
し
、
遺
漏
な
く
収
録
し
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
「
経
部
」
し
か
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
刊
行
の
目
処
は
立
っ
て

い
な
い
ら
し
い
。
中
國
科
學
院
圏
書
館
に
よ
れ
ば
、
「
史
部
」
と
「
集
部
」
の
一
部
も
す
で
に
標
点
を
付
し
整
理
済
み
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
段
階
で
刊
行
に
向
け
て
の
作
業
が
中
断
さ
れ
た
た
め
、
③
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
中
断
の
理
由
は
明

一
九
九
六
ー
九
七
）

の
三
種

四
八

経
部
』
全



何
の
関
係
も
な
く
、
両
者
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

四
九

一
九

つ
ま
り
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
提
要
』
は
、
現
在
刊
行
さ
れ
て

そ
の
③
『
績
修
四
庫
全
書
縮
目
提
要
（
稿
本
）
』
に
も
、
問
題
点
は
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
配
列
が
四
部
分
類
で
は
な
く
、
「
提
要
」

の
執
筆
者
ご
と
に
ま
と
め
て
配
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
執
筆
者
が
一
括
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
二
冊
以
上
に

分
か
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
し
か
も
順
不
同
で
あ
る
。
第
一
冊
巻
頭
の
「
前
言
」

「
王
式
通
／
第
一
朋
第
一
葉
上
至
第
一

ffl第
三
十
九
葉
上
」
と
い
う
よ
う
に
、

要
」
を
探
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
よ
っ
て
、
第
三
十
八
冊
の
「
索
引
巻
」
か
ら
引
く
以
外
に
な
い
。
た
だ
、
三
万
点
以
上

も
の
漢
籍
の
解
題
を
収
録
す
る
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
全
体
が
見
ら
れ
る
の
は
、
目
下
こ
の
③
だ
け
で
あ
る
。
四
部
分
類
が
な
さ
れ
て
お

(
8
)
 

ら
ず
、
執
筆
者
に
よ
っ
て
は
読
み
づ
ら
い
部
分
も
多
々
あ
る
と
い
う
難
点
を
差
し
引
い
て
も
、
同
書
の
価
値
は
相
当
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
後
者
、
す
な
わ
ち
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
全
書
』
全
一
千
八
百
冊
は
、

に
よ
り
、
上
海
圃
書
館
の
顧
廷
龍
主
編
の
も
と
深
訓
南
山
園
人
民
政
府
お
よ
び
上
海
古
籍
出
版
社
の
出
資
に
よ
り
編
纂
、
同
出
版
社
よ
り

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
編
纂
過
程
か
ら
し
て
、
先
の
「
人
文
科
學
研
究
所
」
に
よ
る
『
四
庫
全
書
』
の
「
績
修
」
計
画
と
は

い
る
『
績
修
四
庫
全
書
』
所
収
書
の
「
提
要
」
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、
『
四
庫
提
要
』
の
「
績
修
」
な
の
で
あ
る
。

(
9
)
 

と
こ
ろ
で
、
『
四
庫
全
書
』
の
「
績
修
」
作
業
に
つ
い
て
は
、
光
緒
十
五
年
(
-
八
八
九
）
の
翰
林
院
編
修
王
鯰
榮
の
上
奏
や
、

一
九
年
の
金
梁
ら
に
よ
る
『
四
庫
全
書
』
「
存
目
」
の
「
績
修
」
の
建
議
な
ど
、
企
画
の
段
階
で
は
「
対
支
文
化
事
業
」
以
前
か
ら
幾
度

か
提
起
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、

一
応
一
覧
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
で
は
目
的
の
「
提

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

の
後
に
「
提
要
撰
者
表
」
が
あ
り
、

一
九
九
五
年
中
國
出
版
工
作
者
協
會
の
提
案

そ
の
意
志
だ
け
は
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
、
近
年



な
お
、
『
績
修
四
庫
全
書
』
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、

た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

一
百
巻
引
首
一
巻
（
明
容
典
堂
刊
本
）

一
種
だ
け
収
録
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
『
忠
義
水
滸
博
』

の
『
績
修
四
庫
全
書
』
出
版
に
達
し
た
、
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
提
要
』
と
『
績
修
四
庫
全
書
』
、

両
者
の
間
に
全
く
縁
の
な
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、

(10) 

そ
の
両
者
の
収
録
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
は
三
万
五
千
二
百
六
十
五
部
、
後
者
は
五
千
二
百
十
二
部
と
、
前
者
は
「
提

要
」
の
み
で
あ
る
も
の
の
後
者
の
六
倍
以
上
の
書
目
を
収
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
水
滸
博
』
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
後
者
が
『
李
卓

吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
博
』

一
百
回
（
高
陽
李
氏
蔵
明
刊
本
）
、
『
李
卓
吾
批
評
忠
義
水
滸
得
』

七
十
五
巻
（
明
崇
禎
間
貫
華
堂
原
刊
本
）
、
『
残
本
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
偉
評
林
』
十
八
巻
（
日
本
内
閣
文
庫
蔵
明
萬
暦
刊
本
）

の
四
種
の
「
提
要
」
（
い
ず
れ
も
孫
楷
第
が
作
成
）
を
著
録
し
て
い
る
。
た
だ
、
「
集
部
雑
家
類
雑
説
之
麗
」
に
分
類
さ
れ
る
明
の
許
自
昌

の
『
樗
齋
漫
録
』
な
ど
、
収
録
書
数
の
少
な
い
『
績
修
四
庫
全
書
』
に
あ
っ
て
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

書
物
も
存
在
す
る
。

百
五
十
五
部
を
優
に
超
え
る
収
録
数
を
誇
る
両
者
と
も
、

一
百
巻
（
日
本
内
閣
文
庫
蔵
明
容
典
堂
刊
本
）
、
『
金
聖
嘆
評
定
水
滸
傭
』

し
か
し
な
が
ら
、
『
四
庫
全
書
』
所
収
書
三
千
四
百
六
十
二
部
を
、
あ
る
い
は
そ
の
存
目
書
六
千
七
百
九
十
三
部
を
合
わ
せ
た
一
万
二

そ
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。
収
録
書
数
が
五
千
種
あ
ま
り
の
『
績
修
四
庫
全

書
』
に
し
て
も
、
本
文
全
文
を
影
印
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
決
し
て
『
績
修
四
庫
提
要
』
に
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
も
し
も
世
の
情
勢
が
許
し
、
「
人
文
科
學
研
究
所
」
が
蒐
集
し
た
書
物
が
影
印
さ
れ
「
績
修
四
庫
全
書
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
全
書
』
を
大
幅
に
上
回
る
一
大
叢
書
と
な
り
、
後
の
研
究
に
さ
ら
に
多
大
な
恩
恵
を
も

五
〇



に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

四

『
績
修
四
庫
提
要
』
に
お
け
る
『
水
滸
傭
』

の
解
題

こ
こ
で
は
そ
の
「
提
要
」
す
べ
て
を

本
書
は
『
四
庫
全
書
』
の
先
例
に
従
い
、
収
録
書
す
べ
て
に
「
提
要
」
を
記
す
。
ま
た
、
各
書
の
「
提
要
」
お
よ
び
各
部
類
の
「
小

序
」
を
一
冊
に
ま
と
め
て
『
績
修
四
庫
全
書
線
目
提
要
』
と
し
、
別
冊
と
し
て
出
版
刊
行
す
る
。
な
お
、

(11) 

巻
頭
を
参
照
さ
れ
た
い
。

と
あ
る
が
、
仮
に
こ
こ
で
い
う
『
績
修
四
庫
全
書
網
目
提
要
』
が
出
版
さ
れ
れ
ば
、
内
容
の
全
く
異
な
る
同
名
の
書
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
、
「
『
四
庫
全
書
』
の
先
例
に
従
い
」
と
は
謳
っ
て
い
る
も
の
の
、
『
績
修
四
庫
全
書
』
に
は
『
四
庫
全
書
』
の
よ
う
に
「
書

前
提
要
」
が
付
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
同
書
の
出
版
は
当
面
期
待
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
内
容
面
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
と
い
っ
て
も
、

五 そ
の
編
纂
規
定
は
本
書
の

概
観
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
特
に
白
話
小
説
を
代
表
す
る
作
品
の
―
つ
で
あ
る
『
水
滸
偲
』
の
「
提
要
」
を
取
り
上
げ
、

そ
の
学
術
的
価
値

『
績
修
四
庫
提
要
』
に
取
ら
れ
て
い
る
『
水
滸
偲
』
の
版
本
は
、
前
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
『
忠
義
水
滸
億
』
、
『
李
卓
吾
批
評
忠
義
水

滸
博
』
、
『
金
聖
嘆
評
定
水
滸
博
』
、
『
歿
本
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
偉
評
林
』
の
四
種
で
あ
る
。
こ
の
内
、
前
二
者
が
文
繁
事
簡

本
と
呼
ば
れ
る
百
回
本
で
、
小
説
『
水
滸
偲
』
の
原
型
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
版
本
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
金
聖
嘆
評
定
水

滸
傭
』
は
、
清
の
金
聖
嘆
が
文
繁
事
繁
本
（
百
二
十
回
本
）

る
「
金
聖
嘆
本
」

の
第
七
十
二
回
以
降
を
削
除
し
、
大
幅
な
改
訂
を
加
え
て
出
版
し
た
い
わ
ゆ

で
、
最
後
の
『
残
本
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
偉
評
林
』
は
文
簡
事
繁
本
の
一
種
で
あ
る
。



う
説
は
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

王
慶
故
事
を
削
除
し
て
征
遼
故
事
を
挿
増
し
た
。
事
実
、

二
．
『
水
滸
偉
』
百
回
本
（
文
繁
事
簡
本
）
に
は
「
征
遼
故
事
」
が
あ
っ
て
「
征
田
虎
王
慶
故
事
」
が
な
く
、
百
十
五
回
本
な
ど
の
文
簡

本
諸
本
や
楊
定
見
本
（
百
二
十
回
本
、
文
繁
事
繁
本
）

と
「
征
田
虎
王
慶
故
事
」
の
文
章
は
同
じ
く
粗
雑
で
あ
る
が
、
百
回
本
の
第
七
十
二
回
に
「
四
大
寇
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
、

そ
こ
に
は
「
田
虎
」
・
「
王
慶
」

の
名
が
見
え
る
。
名
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
す
れ
ば
、
「
征
田
虎
王
慶
故
事
」
は
文
簡
本
の
創
作
に
よ
る
も
の
は
な
い
。
パ
リ
所
蔵
本
の
題
に
「
挿
増
田
虎
王
慶
」
と
あ
る
の

は
、
「
新
刊
の
百
回
本
に
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
古
本
よ
り
増
や
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
征
遼
故
事
」
も
郭
動
本
（
百
回
本
）
か
ら
付
加
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
楊
定
見
本
の
序
文
に
あ
る
「
郭
武
定
本
は
征
田
虎

「
水
滸
」
物
語
は
、
宋
・
元
代
の
詞
話
や
説
唱
の
形
態
と
し
て
成
立
し
、

め
た
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

-
．
『
水
滸
博
』
は
羅
貫
中
の
作
と
言
わ
れ
る
が
、
『
水
滸
博
』
本
文
に
「
書
会
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
出
て
く
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
羅
貫

中
は
「
書
会
」
の
人
間
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
羅
貫
中
が
「
書
会
」

い
る
。
以
下
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
。

さ
て
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
に
お
け
る
『
水
滸
偲
』
関
連
最
初
の
解
題
、
す
な
わ
ち
『
忠
義
水
滸
偲
』
の
「
提
要
」
で
は
、
当
テ
キ
ス

ト
の
書
誌
学
的
説
明
の
後
に
、
『
水
滸
偉
』
自
体
の
版
本
の
問
題
に
つ
い
て
、
四
つ
の
方
面
か
ら
詳
細
な
解
説
お
よ
び
考
証
が
な
さ
れ
て

で
編
纂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
『
水
滸
偲
』
と
し
て
ま
と

で
は
「
征
遼
故
事
」
・
「
征
田
虎
王
慶
故
事
」
の
両
方
が
あ
る
。
「
征
遼
故
事
」

そ
の
物
語
も
古
本
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
ら
ぬ
作
家
は
そ
れ
を
真
似
、
大
家
は
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
」
と
い

そ
れ
が
散
文
と
な
っ
て
小
説
の
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

五



―
っ
目
は
『
水
滸
傭
』
の
作
者
に
関
す
る
考
察
、

五

る
。
例
え
ば
、
百
回
本
第
四
十
八
回
で
祝
家
荘
を
讃
え
る
詞
の
終
わ
り
に
あ
る
「
水
滸
を
平
ら
げ
堤
蓋
捕
ら
え
、
梁
山
破
っ
て
宋
江

四
百
回
本
『
水
滸
偲
』
の
梁
山
泊
物
語
は
、
宋
末
の
『
宣
和
遺
事
』
や
元
雑
劇
（
水
滸
劇
）

え
ば
、
宋
江
は
『
宣
和
遺
事
』

の
叙
述
と
同
じ
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
例

で
は
閻
婆
惜
を
殺
め
て
す
ぐ
に
梁
山
泊
に
入
る
が
、
『
水
滸
偲
』

で
は
江
州
で
処
刑
場
か
ら
奪
取
さ

れ
て
の
ち
梁
山
入
り
す
る
し
、
晟
蓋
は
元
曲
で
は
三
度
目
に
祝
家
荘
を
攻
め
た
時
に
死
ぬ
と
い
う
の
が
多
い
が
、
『
水
滸
傭
』
で
は

曾
頭
市
を
攻
め
た
時
に
死
ぬ
。
ま
た
、
三
十
六
人
の
好
漢
の
名
前
や
席
次
が
、
『
宣
和
遺
事
』
や
『
癸
辛
雑
識
』
、
周
憲
王
の
「
豹
子

和
尚
」
劇
な
ど
と
出
入
り
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
武
松
打
虎
」
や
「
張
順
水
裏
報
冤
」
、
「
李
逹
元
夜
開
東
京
」
な
ど
『
宣
和
遺
事
』

に
な
い
物
語
が
元
曲
中
に
存
在
す
る
し
、
董
平
の
綽
名
「
雙
鎗
将
」
は
『
水
滸
偉
』
以
前
の
物
語
で
は
「
一
直
撞
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
百
回
本
の
第
七
十
八
回
に
「
董
平
は
先
陣
を
切
る
の
が
得
意
で
、
人
か
ら
董
一
撞
と
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が

出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
『
宣
和
遺
事
』
、
元
曲
、
『
水
滸
博
』
と
、
異
な
る
中
に
も
や
は
り
通
じ
る
点
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で

(12) 

あ
る
。

に
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
現
在
に
お
い
て
も
な
お
議
論
の
続
い
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
施
耐
庵
や
羅
貫

中
な
ど
の
名
は
挙
が
る
も
の
の
、
現
在
で
は
『
水
滸
傭
』
は
複
数
の
人
間
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
「
提
要
」

そ
れ
が
「
書
会
」
の
人
間
で
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
つ
目
と
四
つ
目
は
「
水
滸
」
物
語
の
源
流
に
関
す
る
考
察
で
、
『
水
滸
偉
』
と
説
唱
と
の
関
連
性
、
あ
る
い
は
『
水
滸
博
』
と
『
宣

和
遺
事
』
・
元
曲
と
の
異
同
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
現
在
の
定
説
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

生
け
捕
る
」
な
ど
の
句
は
、
説
唱
形
式
の
名
残
と
言
え
る
。



五

「
提
要
」
に
お
け
る
『
水
滸
傭
』

い
う
の
が
、
こ
の
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る
。

て
い
る
。

問
題
は
二
つ
目
で
あ
る
。
こ
の
「
提
要
」
の
作
者
孫
楷
第
は
、
『
水
滸
偲
』
に
お
け
る
「
征
遼
故
事
」
部
分
と
「
征
田
虎
王
慶
故
事
」

部
分
の
文
体
は
「
同
じ
く
粗
雑
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
両
部
分
い
ず
れ
も
「
古
本
」
に
あ
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
百
回
本
の
第
七
十
二
回
に
「
田
虎
」
と
「
王
慶
」
の
名
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
「
名
が
あ
る
と
い
う
こ
と
」

が
「
そ
の
物
語
も
古
本
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
少
な
く
と
も

「
征
田
虎
王
慶
故
事
」
部
分
は
文
簡
本
に
お
い
て
は
じ
め
て
挿
増
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「
征
遼
故
事
」
部
分
の
成
立
も
、

の
部
分
の
成
立
よ
り
も
時
期
が
下
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
、
最
も
「
古
本
」
の
形
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
版
本
は

百
回
本
で
あ
り
、
「
征
遼
故
事
」
部
分
の
な
い
古
版
本
は
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
版
本
学
的
に
判
断
す
る
す
べ
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
に
お
け
る
定
説
と
は
異
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、

次
の
『
李
卓
吾
批
評
忠
義
水
滸
偉
』
の
「
提
要
」

は
楊
定
見
本
と
の
校
勘
が
、

な
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
『
水
滸
博
』
の
「
提
要
」

の
解
題

ほ
か

で
は
鐘
敬
伯
本
・
英
雄
譜
本
と
の
校
勘
が
、
『
金
聖
嘆
評
定
水
滸
偲
』
の
「
提
要
」

そ
し
て
『
残
本
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
博
評
林
』
の
「
提
要
」

の
み
を
見
て
き
た
が
、

『
績
修
四
庫
提
要
』
以
降
の

で

で
は
百
回
本
と
の
詳
細
な
校
勘
が

い
ず
れ
も
一
千
字
前
後
あ
る
と
い
う
そ
の
分
量
か
ら
し
て
も
、
単
な
る
「
解
題
」
と
は
言
え
な
い
ほ
ど
の
内
容
と
な
っ

そ
の
他
の
「
提
要
」
も
同
様
、
書
誌
学
的
考
察
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
と

次
に
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
『
水
滸
博
』
に
関
す
る
記
述
を
ほ
か
の
「
提
要
」
の
類
と
比
較
す
る
た
め
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
以
外
の

そ
の
実
証
的
考
察
は
充
分
参
考
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

五
四



当
す
る
。

『
新
刊
京
本
全
像
描
増
田
虎
王
慶
忠
義
水
滸
全
博
』
（
巴
黎
國
家
圏
書
館
蔵
明
刊
本
）
、
『
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
偲
評
林
』
ニ

十
五
巻
（
日
本
日
光
晃
山
慈
眼
堂
蔵
明
余
氏
雙
峯
堂
刊
本
）
、
『
温
陵
鄭
大
郁
序
本
水
滸
博
』

箱
水
滸
偲
』

一
百
十
五
回
（
侠
）
、
『
新
刻
出
像
京
本
忠
義
水
滸
偲
』
十
巻
一
百
十
五
回
（
清
金
陵
徳
衆
堂
刊
本
）
、
『
水
滸
傭
』
二
十
巻
一

百
十
回
（
明
雄
飛
館
合
刻
『
英
雄
譜
』
本
）
、
『
文
杏
堂
批
評
水
滸
偲
』
三
十
巻
不
分
回
（
賓
翰
棲
刊
本
）
、
『
水
滸
全
偉
』
十
二
巻
一
百
二

十
四
回
（
坊
刊
本
）
、
『
李
卓
吾
評
忠
義
水
滸
全
偉
』

(13) 

崇
禎
菌
刊
貫
華
堂
大
字
本
）
の
二
十
種
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
水
滸
偲
』
の
版
本
の
五
倍
に
相

『
芥
子
園
本
李
卓
吾
評
忠
義
水
滸
偉
』

靖
本
）
、
『
忠
義
水
滸
偉
』

「
書
目
」
お
よ
び
「
提
要
」
を
紹
介
し
て
お
く
。

前
章
で
紹
介
し
た
『
績
修
四
庫
提
要
』
に
お
け
る
『
水
滸
博
』
の
「
提
要
」
の
作
者
孫
楷
第
は
、
同
時
期
に
『
中
國
通
俗
小
説
書
目
』

（
一
九
三
二
年
、
北
京
圏
書
館
中
國
大
辟
典
編
纂
慮
よ
り
刊
行
）
を
著
し
て
い
る
。
同
書
は
「
書
目
」
で
あ
る
が
、
収
録
書
に
よ
っ
て
は

簡
単
な
解
題
も
付
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
四
大
奇
書
な
ど
版
本
の
複
数
存
在
す
る
書
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
の
書
の
総
解
題
が
あ
り
、
後

同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
水
滸
博
』
の
版
本
は
、
『
菌
本
羅
貫
中
水
滸
傭
』
二
十
巻
（
『
也
是
園
目
』
著
録
）
、
『
忠
義
水
滸
偲
』

巻
（
『
百
川
書
志
』
著
録
）
、
『
都
察
院
刊
本
水
滸
偲
』
（
『
古
今
書
刻
』
著
録
）
、
『
郭
動
刊
水
滸
博
』
（
『
賓
文
堂
目
』
著
録
）
（
以
上
古
侠
本
）
、

『
忠
義
水
滸
博
』
（
明
嘉
靖
間
刊
本
、
存
第
十
一
巻
第
五
十
一
至
第
五
十
五
回
）
、
『
天
都
外
臣
序
本
水
滸
博
』

一
百
回
不
分
巻
（
李
玄
伯
蔵
明
刻
本
）
、
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
偉
』

一
百
回
（
李
玄
伯
蔵
本
）
、
『
鐘
伯
敬
先
生
批
評
忠
義
水
滸
偉
』

五
五

一
百
巻
一
百
回
（
明
季
刊
本
）
、

一
百
十
五
回
（
黎
光
堂
本
、
侠
）
、
『
明
刊
巾

一
百
二
十
回
不
分
巻
（
明
哀
無
涯
原
刊
本
）
、
『
金
人
瑞
剛
定
水
滸
偲
』
七
十
回
（
明

一
百
巻
一
百
回
（
明
容
典
堂
刊
本
）
、

に
侠
書
も
含
め
た
版
本
別
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
百
巻
一
百
回
（
明
翻
嘉

一
百



R
の
編
纂
は
、

る
た
め
、
「
書
目
」
と
し
て
は
充
分
有
用
で
あ
る
。

一
九
九
六
年
よ
り
大
陸
・

こ
の
よ
う
に
、
『
中
國
通
俗
小
説
書
目
』
は
中
国
古
典
小
説
各
書
の
版
本
の
種
類
を
知
る
上
で
は
極
め
て
有
用
な
解
題
目
録
で
あ
る
し
、

そ
の
内
容
は
現
在
認
識
さ
れ
て
い
る
各
版
本
に
通
じ
る
面
も
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
題
の
量
と
し
て
は
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
比
で
は

な
い
し
、

そ
こ
で
考
証
さ
れ
て
い
る
版
本
の
問
題
な
ど
も
、
や
は
り
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
詳
細
さ
に
は
及
ば
な
い
。

そ
の
他
、
『
水
滸
偲
』
を
は
じ
め
と
す
る
通
俗
小
説
の
「
提
要
」
が
見
ら
れ
る
も
の
で
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
目
と
し
て
は
、
R

一
九
九

0
)
、
R
『
中
國
古
代
小
説
網
目
』
全
三
冊
（
山
西
教
育
出
版
社
、
二

O

(14) 

0
四
）
、
c
『
中
國
古
代
小
説
網
目
提
要
』
（
人
民
文
學
出
版
社
、
二

0
0五
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
九
八
四
年
に
江
蘇
省
社
會
科
學
院
文
學
研
究
所
に
お
い
て
編
纂
が
企
画
さ
れ
、
同
所
と
一
九
八
七
年
同
院
に
新
設
さ
れ
た
明

清
小
説
研
究
中
心
と
の
共
同
編
纂
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
唐
代
か
ら
清
末
(
-
九
―
一
年
末
）
ま
で
の
通
俗
白
話
小
説
千
百
六
十
種
（
一

部
文
言
小
説
も
含
ま
れ
る
）
を
成
立
順
に
収
録
し
て
お
り
、
ま
ず
著
者
と
各
版
本
の
紹
介
、
そ
し
て
内
容
の
「
提
要
」
、
最
後
に
「
回
目
」

す
な
わ
ち
各
回
の
目
次
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
績
修
四
庫
提
要
』
と
異
な
る
の
は
、
例
え
ば
『
水
滸
偲
』
は
「
水
滸
博
(
-
名
《
京
本

忠
義
偲
》
）
」
、
『
三
國
志
演
義
』
は
「
三
國
志
演
義
」
と
、
各
項
目
の
表
題
に
は
通
称
と
し
て
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
、
『
忠
義
水
滸
傭
』
や

『
三
國
志
通
俗
演
義
』
な
ど
と
い
っ
た
各
版
本
の
正
式
な
書
名
は
、
「
提
要
」
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

な
お
、
「
提
要
」
の
内
容
と
し
て
、
特
に
版
本
の
問
題
に
関
し
て
は
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
よ
う
に
踏
み
込
ん
だ
考
証
は
あ
ま
り
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
現
存
す
る
版
本
の
種
類
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
通
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
物
語
の
内
容
の
概
括
が
な
さ
れ
て

い
る
点
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
や
は
り
有
用
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
侠
書
や
未
見
書
に
つ
い
て
も
簡
単
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い

一
九
九
三
年
北
京
で
開
催
さ
れ
た
「
中
國
古
代
小
説
國
際
討
論
會
」
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
、

R
は
、

『
中
國
通
俗
小
説
線
目
提
要
』
（
中
國
文
聯
出
版
公
司
、

五
六



台
湾
・
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
で
構
成
さ
れ
る
同
編
撰
委
員
会
（
石
昌
漁
主
編
）
に
よ
っ
て
、
先
の
『
中
國
通
俗

小
説
書
目
』
と
R
、

そ
し
て
寧
稼
雨
『
中
國
文
言
小
説
線
目
提
要
』
（
齊
魯
書
社
、

る
。
同
書
は
白
話
巻
・
文
言
巻
・
索
引
巻
の
三
巻
か
ら
な
り
、
「
提
要
」
は
書
名
排
音
順
に
合
計
千
二
百
五
十
一
種
収
録
、
索
引
は
語
彙

索
引
で
「
提
要
」
本
文
中
に
出
て
く
る
書
名
や
人
名
、
地
名
、
年
号
な
ど
を
取
っ
て
い
る
。
「
提
要
」
の
体
裁
と
し
て
は
、
R
と
は
逆
に

先
に
内
容
の
紹
介
と
そ
の
文
学
的
価
値
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
後
に
版
本
の
紹
介
と
そ
の
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
水
滸

偲
』
の
「
提
要
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
後
半
に
は
各
版
本
の
序
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
「
提
要
」
の
分
量
と
し
て
は
R
ゃ
『
績
修
四
庫

提
要
』
の
数
倍
に
当
た
る
。
ま
た
、

そ
の
内
容
の
紹
介
は
「
《
水
滸
全
侍
》
描
写
了
北
宋
末
年
政
治
腐
敗
、
奸
倭
弄
枚
，
社
会
黒
暗
、
民

不
聯
生
…
…
（
『
水
滸
全
偲
』
は
、
北
宋
末
に
政
治
が
腐
敗
し
、
奸
臣
が
権
勢
を
振
る
い
、
社
会
が
暗
闇
に
包
ま
れ
、
人
々
が
安
心
し
て

生
活
が
で
き
な
く
な
り
…
…
と
い
う
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
）
」
に
始
ま
り
、
「
深
刻
提
示
出
”
乱
自
上
作
へ
”
官
逼
民
反
“
‘
”
罪
在
朝

廷
へ
是
促
成
当
吋
社
会
民
欣
起
又
的
重
要
原
因
。
（
「
世
の
乱
れ
は
上
か
ら
」
、
「
官
の
圧
迫
厳
し
く
て
民
反
す
」
、
「
罪
は
朝
廷
に
あ
り
」

と
い
う
こ
と
が
当
時
の
社
会
に
お
け
る
民
衆
蜂
起
を
促
す
重
要
な
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
切
実
に
示
し
て
い
る
）
」
な
ど
と
、
幾
分

政
治
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
な
い
で
は
な
い
が
、
『
四
庫
提
要
』
ほ
ど
の
意
図
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

五
七

©
は
朱
一
玄
•
寧
稼
雨
•
陳
桂
整
の
編
著
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
編
纂
開
始
年
月
は
不
明
で
あ
る
。
朱
一
玄
の
「
前
言
」
の
署
名
の

下
に
「
一
九
九
四
年
六
月
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
書
は
先
秦
か
ら
清
末
ま
で
の
文

言
小
説
（
上
編
）
と
白
話
小
説
（
下
編
）
、
合
わ
せ
て
二
千
百
九
十
二
種
の
「
提
要
」
（
各
編
時
代
順
）

で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
至
っ
て

簡
素
、
特
に
版
本
の
問
題
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
収
録
数
は
三
者
の
内
最
多
で
あ
る
が
、
内
容
は
専
門
家
向
け
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
の
二
者
は
孫
楷
第
の
『
中
國
通
俗
小
説
書
目
』
を
受
け
た
も
の
、
特
に
R
は
R
の
内
容
な
ど
も
踏
ま
え
て

一
九
九
六
）
な
ど
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ



一
視
点
と
し
て
参
考
に
す
べ
き
内
容
な
の
で
あ
る
。

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
c
は
そ
の
「
前
言
」
に
お
い
て
も
全
く
先
の
二
者
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
『
中

國
通
俗
小
説
書
目
』
に
つ
い
て
す
ら
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
も
は
や
『
績
修
四
庫
提
要
』
に
比
べ
る
ま
で
も
な
い
。

以
上
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
価
値
に
つ
い
て
、

そ
の
体
裁
や
成
立
過
程
か
ら
、
「
提
要
」
の
内
容
、
そ
し
て
そ
の
他
の
「
提
要
」
類
と

の
比
較
に
至
る
ま
で
を
、
『
水
滸
偉
』
の
解
題
な
ど
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
検
証
し
て
き
た
。

成
立
当
時
の
学
問
体
系
や
思
想
、
政
治
的
要
素
な
ど
を
探
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
学
術
的
価
値
は
、
決
し
て
『
四
庫
提
要
』
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

『
四
庫
提
要
』
の
内
容
に
も
注
意
す
べ
き
点
が
多
分
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
内
容
に
も
問
題
点
は
あ
る
。
第
四
章

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
例
え
ば
『
水
滸
偲
』
に
関
し
て
は
、

の
研
究
に
よ
り
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
記
述
の
内
容
が
旧
説
・
異
説
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
、

異
説
で
す
ら
、
完
全
に
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
確
固
た
る
論
証
が
挙
が
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

る
箇
所
も
、

戦
時
中
と
い
う
最
悪
の
状
況
下
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
続
け
た
、
「
提
要
」
と
し
て
は
他
書
の
追
随
を
許
さ
な
い
圧
倒
的
収
録
数
と
そ
の

質
を
誇
る
こ
の
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
恩
恵
が
、
近
年
の
影
印
本
の
出
版
に
よ
っ
て
容
易
に
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

利
用
す
る
上
で
は
ま
だ
不
便
な
点
も
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
我
々
中
国
学
に
身
を
置
く
も
の
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

お

わ

り

に

そ
の
価
値
は
『
四
庫
提
要
』
ほ
ど
に
は
見
出
さ

そ
の
「
提
要
」
が
単
な
る
解
題
に
終
わ
ら
ず
、
綿
密
な
書
誌
学
的
考
証
、
あ
る
い
は
版
本
間
の
校
勘

そ
の
物
語
の
成
立
過
程
、
あ
る
い
は
古
版
本
の
認
定
な
ど
の
点
で
、

そ
の
後

そ
の
旧
説
・

そ
の
旧
説
・
異
説
に
相
当
す

五
八



五
九

『
四
庫
提
要
』
に
は
取
ら
れ
て
い
な
い
「
俗
文
学
」
な
ど
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
経
書
や
文
言
文
学
な
ど
を
研
究
す
る
際
に
一
度

は
『
四
庫
提
要
』
に
目
を
通
す
よ
う
に
、
こ
の
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
「
提
要
」
を
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
利
用
価
値
が
一
層
上
が
る
た
め
に
今
後
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
を
、
三
つ
挙
げ
て
お

修
四
庫
全
書
練
目
提
要

一
点
目
は
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
稿
本
を
再
整
理
し
、
四
部
分
類
に
再
編
し
て
排
印
本
と
し
て
出
版
（
あ
る
い
は
中
華
書
局
の
『
績

(15) 

経
部
』
の
続
編
が
出
版
）
さ
れ
る
こ
と
。
そ
こ
に
語
彙
索
引
が
付
録
さ
れ
れ
ば
な
お
良
い
。

二
点
目
は
、
以
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
の
改
正
を
含
め
た
、
「
提
要
」
の
再
校
訂
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
『
四
庫
提
要
』

に
つ
い
て
は
、
余
嘉
錫
の
『
四
庫
提
要
辮
證
』
や
胡
玉
網
•
王
欣
夫
の
『
四
庫
全
書
縮
目
提
要
補
正
』
な
ど
、

さ
れ
て
い
る
が
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
補
編
は
ま
だ
編
ま
れ
て
い
な
い
。

い
く
つ
か
の
補
編
が
刊
行

三
点
目
は
、
翻
訳
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
。
こ
れ
も
、
『
四
庫
提
要
』
の
「
提
要
」
の
一
部
に
関
し
て
は
、
す
で
に
訳
注
が
世
に
問
わ
れ

て
い
る
が
、
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
訳
注
は
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
『
績
修
四
庫
提
要
』
の
学
術
的
価
値
は
、
『
四
庫
提
要
』
に
劣
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、
我
が
国
に
お
い
て
、
中
国
語
を
解
す
る
中
国
学
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
語
を
解
さ
な
い
他
分
野
の
研
究

者
、
あ
る
い
は
一
般
読
者
も
参
考
に
で
き
る
よ
う
、
正
確
か
つ
平
易
な
日
本
語
訳
が
出
さ
れ
て
こ
そ
、
学
術
的
価
値
の
高
い
『
績
修
四
庫

提
要
』
が
、
よ
り
利
用
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
日
本
語
訳
の
み
な
ら
ず
、

他
国
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
が
出
版
さ
れ
れ
ば
、

＜ 。

そ
の
価
値
認
識
は
各
国
各
分
野
に
広
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。



注(
1
)
『
四
庫
全
書
』
の
「
存
目
」
に
つ
い
て
は
、
季
羨
林
・
任
継
愈
•
劉
俊
文
「
四
庫
存
目
と
「
四
庫
全
書
存
目
叢
書
」
」
（
『
汲
古
』
第
二
十
七

号
、
一
九
九
五
）
参
照
。

(
2
)

村
越
貴
代
美
「
『
四
庫
全
書
』
の
解
題
ー
ー

i

朱
淑
真
『
断
腸
集
』
『
断
腸
詞
』
の
「
提
要
」
を
例
に
」
（
『
図
書
館
情
報
大
学
研
究
報
告
』
第

十
四
巻
一
号
、
一
九
九
五
）
。
な
お
、
当
村
越
論
文
で
は
、
中
国
に
お
け
る
「
解
題
と
し
て
の
「
提
要
」
の
在
り
方
」
は
「
書
名
・
篇
数
ま
た

は
巻
数
・
篇
目
、
本
文
の
校
訂
の
過
程
、
著
者
の
経
歴
・
思
想
、
篇
名
や
書
名
の
由
来
、
書
物
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
批
評
、
書
物
の
真
偽
、

価
値
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
学
問
の
系
統
や
思
想
の
是
非
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
議
論
」
し
て
い
る
前
漢
劉
向
の
「
叙
録
」
よ
り
始
ま
る
と

し
、
「
『
四
庫
全
書
』
の
「
提
要
」
が
は
じ
め
著
録
書
の
各
書
前
に
付
さ
れ
、
後
に
「
提
要
」
だ
け
に
ま
と
め
ら
れ
た
」
の
も
、
「
劉
向
の
「
叙

録
」
に
倣
っ
た
も
の
」
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。

(
3
)

孫
言
誠
「
数
十
年
来
埋
も
れ
た
ま
ま
の
磨
か
れ
ざ
る
玉
（
上
）
ー
「
続
修
四
庫
全
書
総
目
提
要
稿
本
」
」
（
『
東
方
』
第
一
八
九
号
、
一

九
九
六
）
。
な
お
、
『
四
庫
提
要
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
は
、
村
越
前
掲
論
文
・
孫
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
村
越
貴
代
美
「
中
国
の
書
目
に
お
け

る
学
術
の
反
映
の
一
例
ー
『
四
庫
全
書
総
目
』
集
部
の
詞
曲
類
設
置
に
つ
い
て
ー
」
（
『
図
書
館
情
報
大
学
研
究
報
告
』
第
一
三
巻
一
号
、

一
九
九
四
）
、
王
標
「
十
八
世
紀
中
国
知
識
人
の
華
夷
観
ー
ー
『
四
庫
提
要
』
を
中
心
に
|
_
」
（
『
中
國
學
志
』
豫
号
（
第
十
六
号
）
、
二

0
0

-
）
な
ど
参
照
。

(
4
)

学
術
的
価
値
が
高
い
と
は
い
え
、
『
四
庫
全
書
』
お
よ
び
『
四
庫
提
要
』
の
記
載
内
容
を
妄
信
す
る
行
為
は
、
そ
の
後
の
学
問
研
究
に
多

大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
一
例
を
、
森
瀬
壽
三
先
生
が
「
李
白
「
静
夜
思
」
そ
の
後
」
（
『
闊
西
大
學
中
國
文
學
會

紀
要
』
第
二
十
七
琥
、
二

0
0六
）
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
『
四
庫
全
書
』
は
版
本
上
の
問
題
が
多
い
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
古
文
献
を
扱
っ
際
に
『
四
庫
全
書
』
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

(
5
)

な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
宋
の
王
柏
の
『
詩
疑
』
・
『
書
疑
』
、
明
の
王
沫
の
『
宋
史
質
』
や
李
贄
の
『
李
温
陵
集
』
・
『
蔵
書
』
な
ど
の
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
学
術
的
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
書
物
に
関
し
て
は
、
た
と
え
そ
の
内
容
が
当
時
の
政
治
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の

著
者
の
思
想
が
危
険
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
存
目
」
に
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
「
提
要
」
に
批
判
的
見
解
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

(
6
)

『
績
修
四
庫
提
要
』
の
編
纂
の
経
緯
な
い
し
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
『
績
修
四
庫
全
書
線
目
提
要
（
稿
本
）
』
（
齊
魯
書
社
、

六
〇

一
九
九
六
ー
九
七
）
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「
前
言
」
の
ほ
か
、
今
村
与
志
雄
「
『
続
修
四
庫
全
書
提
要
』
と
影
印
本
『
文
字
同
盟
』
第
三
巻
「
解
題
」
補
遺
」
（
『
汲
古
』
第
二
十
三
号
、
一

九
九
三
）
、
小
黒
浩
司
「
続
修
四
庫
提
要
纂
修
考
」
（
内
山
知
也
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
中
国
文
人
論
集
』
、
明
治
書
院
、
一
九
九
七
）
、
孫
言
誠

「
数
十
年
来
埋
も
れ
た
ま
ま
の
磨
か
れ
ざ
る
玉
（
中
）
ー
「
続
修
四
庫
全
書
総
目
提
要
稿
本
」
」
（
『
東
方
』
第
一
九

0
号
、
一
九
九
七
）
、
山

根
幸
夫
「
『
続
修
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
『
続
修
四
庫
全
書
』
」
（
『
汲
古
』
第
三
十
六
号
、
一
九
九
九
）
、
李
常
慶
「
『
四
庫
全
書
』
の
続
修
を

め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
日
本
図
書
館
情
報
学
会
誌
』

Vol.
5
1
,
 
N
o
.
 4
、
二

0
0五
）
な
ど
参
照
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る

『
績
修
四
庫
提
要
』
の
研
究
に
は
、
郭
永
芳
「
《
績
修
四
庫
提
要
》
纂
修
考
略
ー
ー
ー
《
績
修
四
庫
提
要
》
専
題
研
究
之
―
|
|
＇
」
（
『
闊
書
情
報

工
作
』
一
九
八
二
年
第
五
期
）
、
郭
永
芳
「
《
績
修
四
庫
提
要
》
原
稿
辮
誤
攀
要
ー
—
《
績
修
四
庫
提
要
》
専
題
研
究
之
ニ
ー
~
」
（
『
圏
書
情
報

工
作
』
一
九
八
三
年
第
六
期
）
、
曹
書
傑
「
《
績
修
四
庫
全
書
提
要
》
及
其
功
過
得
失
」
（
『
古
籍
整
理
研
究
學
刊
』
一
九
八
五
年
第
三
期
）
、
羅

琳
「
《
績
修
四
庫
全
書
線
目
提
要
》
的
版
本
著
録
特
点
」
（
『
古
籍
整
理
典
研
究
』
一
九
八
七
年
第
一
期
）
、
凋
恵
民
「
談
談
《
績
修
四
庫
全
書
線

目
提
要
》
」
（
『
文
史
知
識
』
一
九
八
七
年
第
二
期
）
、
郭
永
芳
「
《
績
修
四
庫
全
書
縮
目
提
要
》
的
整
理
方
法
典
評
価
」
（
『
圏
書
情
報
工
作
』
一

九
八
八
年
第
四
期
）
、
羅
琳
「
《
績
修
四
庫
全
書
縮
目
提
要
》
編
纂
史
紀
要
」
（
『
圏
書
情
報
工
作
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）
、
彰
明
哲
「
《
績
修
四

庫
全
書
線
目
提
要
》
考
略
」
（
『
湘
渾
大
學
社
會
科
學
學
報
』
一
九
九
四
年
第
二
期
）
、
張
蘭
英
「
《
四
庫
全
書
》
及
《
績
修
四
庫
全
書
継
目
》
著

録
書
目
統
計
」
（
『
雁
北
師
範
學
院
學
報
』
一
九
九
五
年
第
二
期
）
、
李
海
「
《
績
修
四
庫
全
書
練
目
》
著
録
書
目
統
計
」
（
『
晉
圏
學
刊
』
一
九
九

六
年
第
二
期
）
な
ど
が
あ
る
。

(
7
)

「
対
支
文
化
事
業
」
の
主
な
専
著
と
し
て
は
、
王
樹
愧
『
庚
子
賠
款
』
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
七
四
）
、
山
根
幸
夫
『
近
代

日
中
関
係
の
研
究
I

対
華
文
化
事
業
を
中
心
と
し
て
』
（
東
京
女
子
大
学
東
洋
史
研
究
室
、
一
九
八

0
)、
黄
福
慶
『
近
代
日
本
在
華
文
化
及

社
会
事
業
之
研
究
』
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
二
）
、
阿
部
洋
『
「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
ー
ー
師
苓
印
期
日
中
教
育
文
化
交
流

の
展
開
と
挫
折
—
|
＇
』
（
汲
古
書
院
、
二
0
0
四
）
な
ど
が
あ
る
。

(
8
)

以
上
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
績
修
四
庫
提
要
』
三
種
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
書
の
「
序
」
・
「
前
言
」
・
「
整
理
説
明
」
お
よ
び
山
根

前
掲
論
文
、
孫
言
誠
「
数
十
年
来
埋
も
れ
た
ま
ま
の
磨
か
れ
ざ
る
玉
（
下
）
｀
~
「
続
修
四
庫
全
書
総
目
提
要
稿
本
」
」
（
『
東
方
』
第
一
九
一

号
、
一
九
九
七
）
な
ど
参
照
。

(
9
)

『
四
庫
全
書
』
の
「
績
修
」
を
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
や
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
補
編
』
、
『
四
庫
禁
熾
書
叢
刊
』
、

『
四
庫
未
収
書
輯
刊
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
『
四
庫
全
書
』
関
連
叢
書
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
績
修
四
庫
全
書
』
と
し
て
の
刊
行



を
目
的
と
す
る
作
業
を
指
す
。
な
お
、
『
績
修
四
庫
全
書
』
お
よ
び
そ
の
他
の
『
四
庫
全
書
』
関
連
叢
書
に
関
し
て
は
、
山
根
前
掲
論
文
ほ
か
、

吾
妻
重
一
「
『
続
修
四
庫
全
書
』
と
四
庫
関
連
叢
書
」
（
『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
九
号
、
二

0
0四
）
、
李
常
慶
「
1
9
9
0
年
代

に
お
け
る
四
庫
全
書
関
連
叢
書
の
刊
行
お
よ
び
そ
の
文
化
的
意
味
」
（
『
日
本
図
書
館
情
報
学
会
誌
』

Vol.
5
2
,
 
N
o
.
 1
、
二

0
0六
）
な
ど
に
詳

(10)

一
部
重
複
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
散
逸
し
た
も
の
も
含
む
。
詳
細
は
今
村
前
掲
論
文
参
照
。

(11)

原
文
は
、
「
本
書
遵
循
《
四
庫
全
書
》
成
例
，
為
入
選
各
書
―
―
撰
窺
提
要
。
各
書
提
要
及
各
部
類
小
序
縮
彙
為
《
績
修
四
庫
全
書
練
目

提
要
》
一
書
，
男
朋
出
版
褻
行
。
其
編
撰
細
則
詳
見
該
書
巻
首
」
。

(12)

該
当
箇
所
の
原
文
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
「
一
、
水
滸
偉
稲
羅
貫
中
作
、
明
本
署
題
尚
多
存
其
名
。
其
人
見
於
録
鬼
績
簿
、
固
賓
有
。

然
今
百
回
本
則
毎
稲
書
會
、
如
第
四
十
六
回
稲
書
會
何
備
知
此
事
作
臨
江
仙
詞
、
第
九
十
四
回
稲
先
人
書
會
留
偲
。
一
個
個
都
要
説
到
、
則
固

書
會
編
本
、
然
謂
貫
中
即
書
會
中
人
。
（
按
宋
元
文
士
多
入
社
會
。
）
或
貫
中
用
書
會
之
本
、
亦
無
不
可
、
此
其
一
也
。
二
、
征
遼
事
典
征
田
虎

王
慶
事
、
諸
本
或
棄
或
取
、
頗
不
一
致
。
如
百
回
本
有
征
遼
無
征
田
王
、
百
十
五
回
諸
簡
本
、
則
有
征
遼
亦
征
田
王
、
楊
定
見
本
従
簡
本
。
其

凡
例
云
郭
武
定
本
去
王
田
而
増
征
遼
、
賓
是
小
家
照
應
之
法
、
大
家
正
不
爾
。
今
按
征
遼
征
田
王
之
文
同
属
荒
率
。
然
今
百
回
本
七
十
二
回
記

四
大
寇
、
明
有
田
虎
王
慶
。
其
人
名
既
見
於
本
書
、
其
事
或
亦
載
干
古
本
。
則
田
王
之
事
殆
非
簡
本
臆
増
。
其
巴
黎
蔵
蘭
本
題
挿
増
田
虎
王
慶

者
、
乃
謂
新
行
百
回
本
所
無
、
非
謂
増
古
本
也
。
以
是
而
言
則
征
遼
事
殆
為
郭
勲
本
所
増
出
。
楊
氏
之
言
乃
道
其
賓
欺
。
此
其
二
也
。
三
、
宋

元
詞
話
乃
説
唱
之
謄
、
水
滸
既
成
干
元
。
（
按
書
中
毎
稲
故
宋
云
云
。
）
疑
其
本
嘗
為
詞
話
、
然
今
行
諸
本
概
是
説
散
。
唯
其
歌
詞
俯
間
存
干
本

文
中
、
如
百
回
本
四
十
八
回
有
讚
祝
家
荘
詞
一
章
、
凡
七
言
十
八
句
、
其
結
句
云
、
填
平
水
泊
檎
堤
蓋
‘
踏
破
梁
山
捉
宋
江
。
核
其
文
賓
為
偶

讚
之
詞
‘
則
水
滸
古
博
嘗
為
説
唱
本
殆
無
可
疑
也
。
此
其
三
也
。
四
、
捩
百
回
本
所
記
梁
山
凍
故
事
、
典
宋
末
宣
和
遺
事
不
盛
同
、
典
元
雑
劇

賓
白
所
述
亦
不
盛
同
。
如
宣
和
遺
事
謂
宋
江
殺
閻
婆
惜
即
入
梁
山
、
水
滸
云
江
州
魏
法
場
後
入
梁
山
、
元
人
曲
多
謂
晃
器
三
打
祝
家
荘
身
亡
、

水
滸
云
打
曽
頭
市
身
亡
之
類
。
其
三
十
六
人
名
琥
次
序
、
典
宣
和
遺
事
癸
辛
雑
識
周
憲
王
豹
子
和
尚
劇
皆
有
出
入
、
如
李
俊
作
李
海
之
類
。
知

其
故
事
緑
時
代
而
有
髪
易
、
今
之
水
滸
乃
明
人
最
後
編
定
之
本
。
然
如
武
松
打
虎
、
張
順
水
裏
報
冤
、
李
逹
元
夜
開
東
京
之
類
、
為
宣
和
遺
事

所
不
載
者
、
元
人
曲
皆
曽
演
之
。
見
干
録
鬼
簿
太
和
正
音
譜
野
獲
編
等
書
‘
則
沿
波
俯
可
潮
其
源
。
董
平
琥
雙
鎗
将
、
典
晉
説
作
一
直
撞
不
同
。

然
百
回
本
七
十
八
回
俯
有
董
平
慣
衝
頭
陣
、
人
稲
董
一
撞
之
語
、
則
於
異
中
亦
可
見
其
同
。
此
其
四
也
。
」
底
本
は
齊
魯
書
社
『
績
修
四
庫
全

書
線
目
提
要
（
稿
本
）
』
。
丸
括
弧
内
は
原
文
小
字
双
行
の
割
注
。
字
体
お
よ
び
読
点
の
位
置
は
ほ
ぼ
原
文
に
従
い
、
句
読
点
の
弁
別
は
筆
者
が

, . 

ノ‘



r. 

ノ‘

行
っ
た
。
な
お
、
台
溝
商
務
印
書
館
翻
刻
の
『
績
修
四
庫
全
書
提
要
』
で
は
、
原
文
中
「
楊
定
見
本
」
の
「
楊
」
が
「
陽
」
に
、
「
梁
山
凍
」

の
「
凍
」
が
「
築
」
に
、
「
雙
鎗
将
」
の
「
鎗
」
が
「
館
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
植
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
読
点
の
位
置
の
異
同
も
数
箇
所
見
ら

れ
る
。

(13)

以
上
、
こ
こ
で
の
書
名
・
版
本
名
等
の
表
記
は
、
孫
楷
第
『
中
國
通
俗
小
説
書
目
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
に
拠
っ
た
。

(14)

「
提
要
」
で
は
な
い
が
、
先
の
孫
楷
第
『
中
國
通
俗
小
説
書
目
』
の
補
編
と
し
て
、
大
塚
秀
高
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
改
訂
稿
（
初
稿
）
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
）
お
よ
び
同
「
増
補
版
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
）
が
あ
る
。

(15)

楊
琳
『
古
典
文
猷
及
其
利
用
』
（
北
京
大
學
出
版
社
、
二

0
0
四
）
の
「
8
.
4
『
績
修
四
庫
全
書
練
目
提
要
』
」
の
項
（
ニ
ニ
九
頁
）
に

よ
れ
ば
、
現
在
、
呉
格
氏
（
復
旦
大
學
中
國
古
代
文
學
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
•
同
圏
書
館
古
籍
部
主
任
）
を
主
編
と
し
て
、
こ
の
『
績
修
四
庫

提
要
』
の
分
類
整
理
と
標
点
作
業
が
進
行
中
で
、
近
く
逐
次
出
版
さ
れ
る
と
い
う
。

な
お
、
本
稿
は
二

0
0六
年
度
中
国
留
学
（
復
旦
大
學
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


